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論文要旨  
 
 
 
 本論文は、道化研究者 David Wilesが彼の著書 Shakespeare’s Clown— Actor 
and Text in the Elizabethan Playhouse で 明 ら か に し た Robert 
Armin(1568?-1615)という一人の道化役者の心象をもとに、Shakespeare のテ
キストと当時の上演の実体を考察するものである。Arminは当時 Shakespeare
が在籍した劇団であるThe Lord Chamberlain’s Menに 1599年に入団した道化
役者である。Wilesの著書は Arminについて最も詳細な情報を与えてくれるも
のであり、彼の当時の舞台上での姿を最も生き生きと映し出すものであると言
ってよい。道化研究はこれまでに Enid WelsfordやWilliam Willeford、また日
本でも、山口昌男や高橋康成、また中橋一夫などによって盛んに行われてきた。
道化の台詞は曖昧で多義的であり、あらゆる解釈の可能性を含む上、文化的、
歴史的にも多様な象徴性を持っているため、その研究は終わることが無い。そ
の曖昧で多義的な台詞や彼らが演じる場面を、Wilesの明らかにした Arminと
いう道化の具体的な台詞回しや肉体的特徴を考慮して解釈し直すことで、道化
が Shakespeare演劇そのものに与えた影響や意味に新たな可能性を見出し、そ
れらをより明確なものとしたい。従って、本論は Arminを歴史的な人物として
研究する歴史研究でも、道化の象徴性を文化的な側面から考える文化論でもな
く、あくまでも Shakespeareのテキスト解釈を中心とするテキスト研究である。 
1599 年以降に Armin のために創造され、彼によって演じられたとされる道
化役（As You Like Itの Touchstone、Twelfth Nightの Feste、Troilus and 
Cressida の Thersites、King Lear の Fool、Maceth の Poter、Hamlet の
Grave-digger、Cymbelineの Cloten、The Winter’s Taleの Autolycusそして、
The Tempestの Trincuro（あるいは Caliban）を具体的に取り上げ、作品を追
う毎に変化する道化の姿を比較しながら論考することとする。これらの道化や
道化的人物たちが、それぞれの作品においてどのような役割を果たし、作品に
いかなる影響を与えているのかを考察し、更にそれらを比較することにより、
Armin が演じた道化役たちがいかに演劇芸術の発展に貢献しているのかという
ことを証明したい。それにより、Shakespeare が Hamlet において展開した道
化論と演劇哲学が、Armin が演じた役柄には大いに反映されているということ
が見えてくるのである。つまり Arminが演じた道化役たちは笑いを取るという
ような最も単純な道化の役割以上に“some necessary ques/ -tion of the 
play”(3. 2. 42-43) を尊重し、演劇の芸術性を高める重要な役割として登場して
いたということである。 
 Armin が演じた役柄とその作品における影響を、時代を追って考察すること
は、Shakespeare後期作品における Shakespeareの演劇哲学の変化、また更に
は演劇の芸術的発展を知ることへと繋がるのである。そして、この変化の過程
を考察すると、それはルネサンスからマニエリスムへと移行した絵画における
芸術動向の変化と似たようなもののようにも感じさせられる。Armin という一
人の道化役者が演じたとされる役柄がそれぞれの作品で担った演劇的役割と、
作品全体への影響を比較考察することにより、Arminと Shakespeareという二
人のルネサンスの演劇人たちが、いかに劇全体の芸術性を昇華させ、発展させ
ることに成功したのかということが分かるのである。また、Armin という一人
の役者の当時の舞台上での姿を具体的にイメージすることで、彼がいかに伝統
的コンベンションであった道化役を演劇作品の中に溶け込ませ、作品全体に影
響を与えたのかということを理解することができる。それにより、Shakespeare
テキストの読みが広がり、その理解がさらに深まり、その芸術性の高さを再認
識することが出来るということを証明することが本論文の目的である。 
